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未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野

習 志野市障がい者地域共 生協議会

ならとも
障がい者職場実習奨励金 絶賛実施中！！

習志野市では、令和7年度からの新規事業として、障がい者の雇用機会の拡大及び事業者の障がい

者雇用の促進を図るため、公共職業安定所、特別支援学校、福祉施設等の紹介により、市内に居住す

る障がいのある方を職場実習に受入れた事業主に対し、障がい者職場実習奨励金を交付しています。

職場実習を受入れる際には、
● 公共職業安定所、特別支援学校、障害者就業・生活支援センター※2、就労移行支援※3を行う
事業所等からの紹介があること。（※ 詳しくは裏面をご確認ください。）
●受入れる障がい者は習志野市内の居住者であること
● 5日間以上の職場実習を実施すること
その他の詳細は裏面をご確認ください。

企業の方へ

主な要件

～ 企業の声 ～

今回初めて障がい者の職場実習を受入れました。当初は接し方などに不安ばかり
でしたが、企業支援員※1が丁寧に寄り添った対応をしてくださり事故なく終えること
ができました。採用についても本気で検討しています。（※ 詳しくは裏面をご確認ください。）

また、市から奨励金をいただいたことも職場実習受入れの大きな一助となりました
し、申請手続きも非常に簡単でした。

～ 実習生の声（知的障がい Aさん女性 17歳） ～

仕事は清掃と袋詰め作業とPC入力をしました。初めての実習ですごく不安でしたが、10日間の実習で
は、みんな優しく丁寧に教えてくれ、楽しかったです。一般企業への就職に向けて自信がつきました。

また、都内の会社への通勤でいつもは乗らない電車に乗ったり、多くの人と触れ合えたことがすごく良
かったです。

～ 支援機関（特別支援学校進路指導）の声 ～

本校の生徒は毎年、春と秋の2回にわたり、受入れ企業様の協力をいただき職場実習を実施しておりま
す。職場実習から帰ってきた生徒はみんな自信にあふれ、将来の一般就労に向かって気持ちを新たに学
業に励んでおります。

習志野市でも奨励金制度を新設され、職場実習の機会拡大を支援いただき大変助かります。現状、習
志野市内の実習先が比較的少ない状況です。 企業様のご負担はあると思いますが、生徒のためにも、
少しでも実習や就職の機会を増やしていただけると幸いです。

～ 実習生の声（精神障がい Bさん男性 61歳） ～

うつ病で３６年勤めた役所を退職し、５年が過ぎました。就労継続支援事業所に通い、体調
を整えて実習にチャレンジ。7日間の実習で、この職場は自分に合っているかがわかったの
で良かったです。

実習終了後、パートタイムでの就職が決まり、今は無理しないで働くことができています。
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奨励金額
市内企業 20,000円
市外企業 15,000円



障がい者職場実習
受入れ企業を募集しています

【お問い合わせ】習志野市障がい者地域共生協議会（通称「ならとも」）

障がい当事者の家族、福祉事業所、行政機関の職員等が集まり、障がい者の地域生活を支えるための
活動や検討会を行っています。
事務局：習志野市 障がい福祉課 習志野市鷺沼2丁目1番1号
電話 047（453）9206 FAX 047（453）9309

ならとも 習志野 検索

(※♪)『きらっといっぽの会』
は市民活動団体です。
ホームページ、インスタグラム
は左記QRコードよりご覧くだ
さい。インスタグラムホームページ

他のエピソードも公開中！
このQRコードから習志野市の
ホームページをご覧ください。

わたしたちは、『きらっといっぽの会』（※♪）です。
市のホームページに子育てエピソードを連載しています。子育ては障がいのある子もない子も
いっしょです。ぜひごらん下さい！

［発行所：習志野市障がい者地域共生協議会 発行人：松尾公平］

【 用語解説 】

◼ 企業支援員 … 「障がいのある方を雇用したことがない」「雇用したいが不安」といった様々な不安の解消や、既に障がいのある方
を雇用している企業の雇用管理上のアドバイスなどを行います。

◼ 障害者就業・生活支援センター … 障がいのある方の職業的自立を実現するため、身近な地域で就職面の支援と生活面の支援を
一体的に行う機関です。

◼ 就労移行支援 … 障がいのある方が一般企業への就職を目指すための障害福祉サービスです。就職に必要な知識や能力の向上
訓練、就職活動のサポート、就職後の職場定着支援などを通じて、自立した社会生活を送れるよう支援します。

人手不足の解消
ＰＣ入力や各種作業など、マッチングすれば戦力となる障がい者はたくさんいます。

一人ひとりのできること・力を活かすことにより、人手不足が解消されます。

企業のイメージアップ
多様な人材を活用し、その成長を支援することはSDGｓにつながります。

社会的責任（ＣＳＲ）を果たし、企業のイメージアップにも寄与します。

支援機関がサポート
「この仕事に向いている人を紹介してほしい」「採用手順が分からない」、、、

企業支援員が採用前から採用後まで、費用不要の伴走支援を行います。

⚫ 障害者就業・生活支援センター あかね園 047-452-2718（企業支援員）

⚫ 習志野商工会議所 key21@narashino-cci.or.jp

まずはお気軽にご相談ください。

～ 「可愛い子には旅をさせよう！」 ～

自力での通学をなんとか卒業までにさせたかった気持ちがありました。
交通ルールは守り過ぎるほど守り、寄り道をしない子でしたが、人に声をかけられたり、突然
の道路工事など、イレギュラーな事への対応が苦手な子でした。挑戦させたい気持ちと不安
に思う気持ちが、入り乱れながら見守りを続け、子どもは少しずつ一人歩きの距離を延ばし
ていた日々。
この頃の私は、療育センターなどの帰り道、本人に悟られないように尾行をしていました。途
中で、本人の不安な行動を見たら、その日の夜にハッキリ伝え、「次の日から頑張ろうね！」と
応援し、その繰り返しでした。一年以上が経過したある日、自宅最寄駅までの電車内での尾
行もそろそろ卒業しようかと思っていた頃、待てど暮らせど改札口に本人が現れませんでし
た。慌ててセンターに電話をしたら、「もうとっくに帰りました」と…。どこかで完全に見失って
いました。急いで自宅に電話をし、娘に「弟が下車するバス停に行ってー！！！」と伝え、私は次
のバスに乗り込みました。娘がバス停で待っていると、本人はケロッとした顔でバスから降り
てきたようで、その様子を大笑いで報告してくれました。私はどーっと疲れましたが、嬉しい気
持ちもありました。夜、センターに電話をしたら、「これで、一人で家まで帰れることが証明さ
れましたね！！」と言われました。実際は一人で帰れるのに、私がまだまだ出来ない！と思い込
んでいたのかも。時間をかけて、本人は少しずつ成長していたんだなと感じました。
手を離したら離したで、日々の心配は倍増どころかそれ以上ですが、何事も自立に向けては、
「可愛い子には旅をさせろ！」だと感じた一幕でした。
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